
 

 

R.I会長 フランチェスコ・アレッツオ 

国際ロータリー第 2840 地区 2025-2026年度 国際ロータリーのテーマ 

Unite for Good 

善意というものがないなら 

  ロータリークラブは唯の社交クラブだ。 

  職業は金儲けのためでしかなく、 

  社会奉仕というも施しにすぎず、 

  国際奉仕は外交以外の何ものでもない。 

２０２６年 

会長 田中 一枝 幹事 北川 貴久 

           クラブ会報・情報委員会  片山翔平・寺内久和・青野哲也 

パストガバナー 前 原 勝 樹 

第３３１８回例会 
(３月９日(月)第２例会) 

３月２３日号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 点 鐘                                                                                       

２． 国歌斉唱 

３． 桐生市歌斉唱 

４． 「四つのテスト」唱和 

５． 来訪者紹介 

６． 誕生祝 

７． 乾  杯 

８． 会長の時間 

９． 幹事報告 

１０． 委員会報告 

１１． 卓 話 

   「桐生を目指した百貨店」 

  川嶋 伸行 様 

１２． 点 鐘

 

〈卓話者〉 川嶋 伸行 様                     〈米山奨学生〉 劉 躍 君 

誕生祝 

 

 

 

 

 

米山奨学金授与 

 

米山奨学生 劉 躍君 

 

2024年 4月～2026年 3月 

本日最終日。 

 

会長の時間 

本日は、桐生RC創立７３周年となります。１９５３年３月

９日桐生倶楽部１号室の於いて、東京、足利の両 RC

をスポンサーとして群馬県初の仮発会式を行い、３月

２７日に日本で９７番目のクラブとして RI加盟承認され、

正式に創立となりました。 

 

【予 定】 

・2/18新会員セミナー 正午 桐生倶楽部 

・2/21DEI意見交換会 青木君、亀山君、小島隆治君 

・2/23祝日の為、休会 

 

 

・2/28 IM 点鐘：午後 2 時 30分 たつ吉にて 

・3/1 樹徳高等学校 卒業式 会長 

RAC 年次大会 桑原君、青木君、米山奨学生 

劉躍君、RAC５名 参加 

              田中君、大島君、前原君、柳君           

松島君、園田君、北川君、 

久保田君、 小林雅子君  

平岩君 登録のみ 

・3/2 2/28IM に振替の為、休会 

     次年度委員長会議 正午 桐生倶楽部 

・3/4  地区ラーニング・管理運営委員会  

森直前ガバナー 

・3/7  米山奨学生終了式 

 米山奨学生 劉躍君、青木カウンセラー 

大友米山奨学委員 

・3/8  RYLA研修会 青木君、飯塚君 

米山奨学生 劉躍君、桐生 RAC ﾄ栗崎会長 

 

幹事報告 

・国際ロータリーより、ロータリーレートのご案内です。 

 3月は、1＄＝156円です。 

・桐生南、桐生西の各 RC より週報到着。 

・次週 16日は、休会となります。次回例会は、23日に 

なりますので、お間違えの無いようお気をつけ下さい。 

・例会終了後、定例理事会を開催致しますので、関係

理事役員の方々はご出席よろしくお願い致します。 

 

丹羽あゆみ君 

坪井 良廣君 

新井 智二君 

小林 康人君 

山口 正夫君 

小西 孝史君 

ようこそビジター 



 

委員会報告 
出席委員会 

本日の出席(令和８年３月９日) 

総員７０名：出席４２名 

２月１６日修正出席率：９１．９％ 

 

ニコニコボックス 

川嶋伸行様…卓話御礼／堀明君、柳明彦君、小林

雅子君…川嶋さん卓話よろしくお願いします／増山

大祐君…国際奉仕委員長退任／小林康人君、増山

大祐君、金子勇人君…誕生祝。 

 

卓 話 

 

 

  「桐生を目指した百貨店」  

 

川嶋 伸行 様 

 

 

１ 呉服店として出発した百貨店 

（1）呉服・太物の生産と仕入れ 

・呉服：京都織物中心 

生産・加工技術が高かった京都 

各地の織物は、集散地である京都に集まり、各地へ。

京都は呉服問屋が多かった 

・太物（木綿織物）：各地に特産地東京は木綿問屋が

多かった 

久留米、伊予、河内、伊勢・松阪、三河、足利など 

木綿織物出発の産地には、織姫の伝説はないとの考

え 

（2）呉服・太物の販売 

行商→ 訪問売り（見世物商い）→ 店売り（座売り） 

２ 桐生織物の質的向上と呉服店 

・上州生絹の生産は、西毛地域が中心 

・桐生織物の変革のカギは精練・染色。 

三井が桐生に触手を伸ばしたのは、高機が桐生に入

る前のこと 

・越後屋から見た、桐生の買宿（代買い：買継）の評価 

３ 呉服店から百貨店へ 

(1)三越百貨店 

 

明治６年三井呉服店 

桐生出張所設置 

明治３７年三井呉服店

が三越呉服店になる 

大正５年三越呉服店が

三越百貨店になる 

桐生出張所は、戦後は外商の役割を担う 

昭和６２年サテライト型の店舗展開の店となる 

 

 

 

 

 

(2)松坂屋 

 

元文元年（１７３６）名古屋

で、いとう呉服店開業 

明和５年（１７６８）上野の 

松坂屋を買収 

大正１４年いとう呉服店が 

全店の名称を松坂屋とする 

昭和３年松坂屋が両毛出張所を開設。両毛、秩父、

越後までの仕入れを扱う 

昭和６３年頃閉店 

 

４ 高島屋ストアの桐生出店 

 

明治２８年高島屋が桐

生との取引を始める内

国勧業博覧会が切っ

掛け 

昭和初年高級呉服の

高島屋を改革し、安価

な品物の販売を始める 

昭和７年高島屋ストア桐生店開業百貨店とは別会社 

百貨店とは異なる桐生進出の理由 

１０銭２０銭ストアの展開。現在の 100 円均一に近い

考え方で展開 

昭和４３年移転計画を商店街へ打診するも了承を得ら

れず昭和５７年２月末桐生店閉店 

３月に長崎屋桐生店が永楽町に移転 

 

５ 桐生の百貨店 

（1）矢野呉服店 

 

享保２年（ 1717) 日野

商人の初代矢野久左

衛門が桐生に来往を始

める 

その後醸造業を核に、

時代に合わせた経営を

行う 

明治３５年本町二丁目の矢野支店呉服部が、矢野呉

服店として独立 

昭和２年本町五丁目に矢野呉服店を移転開業 

百貨店的経営で北関東随一の店舗 

終戦前に閉店 

建物はその後、民間で利用され、最終的に 

あたりやパチンコとなる 

 

（2）モリマサ百貨店 

昭和１２年７月森政服装雑貨店

が開店代表社員森政雄 

昭和２５年桐生商工会議所 

副会頭に就任 

昭和２９年３月 

モリマサ百貨店閉店 

 


